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年までの110年間で、国外に移民したイタリア人は2600万人に上る（Dalla Zuanna et al . 2009: 12）。戦
後の経済成長を経て先進国の仲間入りを果たすなか、イタリアの移民送り出し人数と受け入れ人数が逆転
したのは1970年代半ばであり、その移民受け入れ国としての歴史は、1950〜60年代に大量の移民を受







































































































142; Turco 2005: 13-14）11。また、被害者が難民の出身国に条件を付していたイタリアでは難民として
認められなかったために、非正規滞在者として就労していたことも、イタリアの制度的不備を浮かび上が
らせた（Einaudi 2007: 141-142）。
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